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興 興 範 3月 6圏 軟曜齢

米ハーバー ド大と京都大のグ リークラブ (GCO男性合唱団)のOBによるジョイン
トコンサー トが 5月 6日、高松市玉藻町のレクザムホール (県民ホール)で開かれる。
四国初開催で、約 90人が男性ならではの迫力の歌声を響かせる。事務局は「言葉の壁を

超えた『日米こころのハーモニー』をぜひ楽 しんではしいJと来場を呼び掛けている。

参丁ゴ夢勢顔発5月 でコンサー ト松一品´」
ヽ
′
し
ヽ

米

ハ
ー
バ
ー
ド
大
Ｇ
Ｃ
は
１

８
５
８
年
創
設
。
１
９
６
０
年

代
に
日
本
で
行

っ
た
演
奏
会
が

京
大
Ｇ
Ｃ
の
創
設
メ
ン
バ
ー
に

大
き

な
影
響

を
与

え
た
と

い

つヽ
。両

校
Ｏ
Ｂ
は
９０
年
春
に
ジ

ョ

イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
を
大
阪
と

東
京
で
初
開
催
。
以
来
、
定
期

的
に
日
米
を
相
互
訪
問
し
て
コ

ン
サ
ー
ト
を
行

っ
て
お
り
、
互

い
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
ボ
ス
ト

ン
や
京
都
は
も
と
よ
り
、
ホ
プ

ル
ル
や
長
崎
な
ど
で
も
開
催
し

て
き
た
。

１１
回
目
の
今
回
は
、
合
唱
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
活
動
が
盛
ん
な

高
松
市
を
会
場
に
選
ん
だ
。
県

民
ホ
ー
ル
開
館
３０
周
年
記
念
事

業
も
兼
ね
、
両
校
Ｏ
Ｂ
会
と
同

ホ
ー
ル
の
３
者
で
結
成
し
た
実

行
委
が
主
催
す
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
４
部
構
成
。

第
１
部
は
京
大
Ｇ
Ｃ
の
Ｏ
Ｂ
５５

人
が
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
の

「美
し

き
タ
ベ
」
な
ど
を
披
露
。
第
２

部
で
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
Ｇ
Ｃ

の
Ｏ
Ｂ
３５
人
が
ア
メ
リ
カ
古
謡

な
ど
を
歌
う
。
高
松
を
拠
点
に

活
動
す
る
女
声
合
唱
団

「
フ
ラ

ウ

エ
ン
コ
ー
ル

・
か
が
わ
」
が

ゲ
ス
ト
出
演
す
る
第
３
部
に
続

い
て
、
第
４
部
は
両
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｂ

の
合
同
演
奏
で
金
毘
羅
船
々
や

霊
歌
な
ど
を
歌
い
上
げ
る
。

当
日
は
午
後
２
時
開
演
。
入

場
無
料
。
定
員
８
０
０
人
。
希

望
者
に
は
先
着
順
で
入
場
整
理

券
を
郵
送
す
る
。
希
望
者
は
住

所
、
氏
名
、
希
望
枚
数

（
８
枚

ま

で
）
を

記
入

し

フ

ァ
ク

ス

〈
０
７
８

（
９
９
７
）
０
２
８

４
〉
か
、
京
大
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
会
の

ホ

ー
ム
ペ
ー
‐
ジ

〈
Ｆ
一
↑
マ

＼

＼
的
｝
Ｏ
ｏ
Ｏ
］
暉
σ
・
９
熟
〇
・
¨
も

＼
〉
か
ら
申
し
込
む
。
問
い
合

わ
せ
は
同
実
行
委
事
務
局
の
藤

野
さ
ん

〈
０
９
０
（
８
７
９
９
）

３
９
８
０
〉
。

、響
，

迫力の合唱が楽 しめるハ ーバ ー ド大・京大グ リークラブ OB
によるジ ョイ ン トコンサー ト(資料 )
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~迫
力ある

一

議 した米ハーバー ド大、東大のグ リークラブの OBに
よるコンサー ト=高松市玉藻 IET、 レクザムホール

ハーバード大×京大

グ
一一り
■
一夕
一ラ
一プ
一〇
３
一一一一一一一一一一高
一松
で
演
奏
会

国
境
超
え
た
歌
声
披
露

米

ハ
ー
バ
ー
ド
大
と
京
都
大
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
男
声
合
唱

団
）
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ジ

ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
が
６
日
、
高
松

市
玉
藻
町
の
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル

（県
民
ホ
ー
ル
）
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
両
大
の
Ｏ
Ｂ
は
約
１
５
０
０
人
の
聴
衆
を
前
に
、

国
境
を
超
え
た
重
厚
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
１
８
５
８

（安
政
５
）

年
創
設
。
１
９
６
０
年
代
に
日

本
で
行

っ
た
演
奏
会
が
、
京
大

の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
設
メ
ン

バ
ー
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

と
い
う
。
両
大
の
Ｏ
Ｂ
は
９０
年

春
に
初
の
ジ

ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ

ー
ト
を
東
京
と
大
阪
で
開
催
。

以
来
、
定
期
的
に
日
米
を
相
互

訪
問
し
て
京
都
や
ホ
ノ
ル
ル
、

長
崎
な
ど
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
き
た
。

今
回
は
合
唱
グ
ル
ー
プ
の
活

動
が
盛
ん
な
高
松
市
を
会
場
に

選
び
、
県
民
ホ
ー
ル
の
開
館
３０

周
年
も
兼
ね
て
、
両
大
Ｏ
Ｂ
会

と
同
ホ
ー
ル
の
３
者
で
実
行
委

を
組
織
。
当
初
、
コ
ン
サ
ー
ト

は
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
予
定

だ

っ
た
が
、
観
覧
希
望
者
が
相

次
い
だ
た
め
、
大
ホ
ー
ル
に
会

場
を
変
更
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
両
大
の
Ｏ

Ｂ
合
わ
せ
て
約
８０
人
が
出
演
。

京
大
は
ド
ビ

ュ
ッ
シ
州
の

「美

し
き
夕
べ
」

「海
は
伽
藍
よ
り

も
」
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
は
ア
メ

リ
カ
古
謡
な
ど
を
披
露
し
た
。

最
後
の
合
同
演
奏
で
は
、
県
民

に
も
お
な
じ
み
の
民
謡

「金
毘

羅
船
々
」
を
合
唱
用
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
曲
の
ほ
か
、
霊
歌

「時

に
は
母
の
な
い
子
の
よ
う
に
」

な
ど
を
歌
い
上
げ
、
力
強
く
も

優
し
い
歌
声
で
観
客
を
包
み
込

ん
だ
。

ま
た
、
高
松
市
を
拠
点
に
活

動
す
る
女
声
合
唱
団

「
フ
ラ
ウ

エ
ン
コ
ー
ル

・
か
が
わ
」
も
賛

助
出
演
し
、
ス
テ
ー
ジ
に
花
を

添
え
た
。
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丸
亀
市
新
浜
町
の
藤
井
学
園

（藤
井

睦
子
理
事
長
）
で
７
日
、
米

ハ
ー
バ
ー

ド
大
と
京
都
大
の
両
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

Ｏ
Ｂ
会
が
生
徒
と
交
流
す
る
事
業
が
行

一̈

枷
鏡
デ
刹
椰
隧
物
》
炒
騰
明
は
帰
嚇

一し
、
日
本
文
化
を
体
験
。
生
徒
た
ち
は

一こ
れ
ま
で
学
ん

で
き
た
英
語
を
使

っ

て
、
笑
顔
で
メ
ン
バ
ー
に
盆
踊
り
の
踊

一制
鋤
察
翻
測
お
翡
」
だ
れ
一
触
れ
合
い

Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
６
日
に
高

松
市
で
開
催
し
た
ジ

ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ

ー
ト
の
た
め
来
県
。
藤
井
学
園

へ
の
訪

間
は
、
指
揮
者
を
務
め
た
京
大
Ｏ
Ｂ
の

一藤
田
正
浩
さ
ん
＝
丸
亀
市
出
身
＝
と
藤

井
理
事
長
が
同
級
生
と
い
う
縁
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ

る
学
園
側
が
英
語
の
実
践
授
業
の

一
環

と
し
て
招
待
し
た
。

こ
の
日
は
同
学
園
の
中
高
生
７
４
２

人
が
日
本
と
米
国
の
国
旗
を
振
り
、
Ｏ

Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
３９
人
を
温
か
く
迎

え
た
。
う
ち
わ
作
り
で
は
、
メ
ン
バ
ー

が
藤
井
高

３
年
生

３７
人

の
案
内
を
受

け
、
′
美
人
画
や

「
祭
」
の
文
字
な
ど
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
地
紙
を
選
び
、
丸
亀

う
ち
わ
の
伝
統
工
芸
士
ら
４
人
に
よ
る

指
導
で
竹
骨

へ
の

「
貼
り
」
や
形
に
仕

上
げ
る

「
た
た
き
」
な
ど
の
工
程
に
取

り
組
ん
だ
。

うちわ作りや盆踊り

藤井学園で生徒と交流

盆
踊
り
の
体
験
で
は
会
場
の
体
育
館

に
ち
ょ
う
ち
ん
が

つ
り
下
げ
ら
れ
、
メ

ン
バ
ー
は
生
徒
か
ら

「金
毘
羅
船
々
」

の
踊
り
方
を
教
わ

っ
た
後
、
法
被
を
身

に
ま
と

っ
て

一
緒
に
踊
り
、
笑
顔
を
見

せ
た
。

訪
日
メ
ン
バ
ー
代
表
の
ベ
ル
ナ
ル
ド

・
ク
レ
ー
ガ
ー
さ
ん
（
８０
）
は

「
踊
り
は

難
し
い
が
、
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
い
る
。

日
本

の
伝
統

に
触
れ

ら
れ
て
う
れ
し

い
。
良
い
思
い
出
に
な

っ
た
」
と
喜
ん

だ
。
同
校

３
年

の
安
田
希
代
璃
さ
ん

（
・７
）
は

「会
話
は
大
変
だ

っ
た
け
ど
笑

顔
で
対
応
し
て
く
れ
た
。
英
語
の
勉
強

を
頑
張
ろ
う
と
思

っ
た
し
、
こ
の
機
会

を
今
後
に
生
か
し
た
い
」
と
声
を
弾
ま

せ
て
い
た
。


